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    「俺もナスを食うんだ」
　俺は八百屋に行く前に叫んだ。
　そして八百屋に行った。
「八百屋、八百屋」
　俺はスキップをした。
　そして八百屋に着いた。
「ねえ、八百屋ってなあに？」
　八百屋にいた子供が言った。
　八百屋にいるくせに八百屋がわからないのか、かわいいもんだ。
「ここだよ、ここ、野菜がいっぱい売ってあるよ」
「そうか、ここなんだ、野菜ってなあに？」
　目の前にあるのにわからないのか、かわいいもんだ」
「ここにあるものだよ。
「そうか、ここにあるものか」
　ようやくわかってくれた。
「ナスをくれ」
「ナスはないよ」
　八百屋の御主人が叫んだ」
「ナスはナス」
「だっじゃれですか、御主人？」
「ナスはナシ」
　ナシをくれた。
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